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はじめに 

 

学際連携研究は、平成２３年度より開始した公募型の共同研究事業である。本共同研究

では、全国の個人またはグループの研究者と本研究所の教員が協力して、海洋や大気に関

わる基礎的研究および地球表層圏の統合的理解の深化につながる研究を実施する。特に、

複数の学問分野の連携による学際的な共同研究の推進を目指すことから、「学際連携研究」

と名付けられた。本共同研究には以下の二つの形態がある。 

 

（１）特定共同研究  

本研究所が提案し、地球表層圏変動研究センターが中心となって計画的に推進する特定共

同研究課題について、所内の研究グループと所外の研究者が協力して進める共同研究。 

 

（２）一般共同研究  

全国の個人またはグループが提案する研究テーマについて、所外と所内の研究者が協力し

て進める共同研究で、本所の研究目的に貢献が期待できるもの。新しい研究の展開のきっ

かけとなるポテンシャルを秘めた萌芽的あるいは試行的研究を歓迎する。また、新規プロ

ジェクトの立案にむけてのフィージビリティ研究（打ち合わせ会議や予備調査の実施など

を含む）も審査の対象とする。 

 

平成２６年度の実績は、特定共同研究の応募数が３件（同採択数３件）、一般共同研究の

応募数が７件（同採択数７件）であった。 

 

本冊子は、平成２６年度採択課題の成果報告をまとめたものである。関連分野の研究者

の皆様に有効にご活用いただけると幸いである。 
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平成２６年度学際連携研究　一覧

【特定共同研究】

【一般共同研究】

日下部　誠

伊藤　幸彦

伊藤　幸彦

宮島　利宏

親潮・黒潮移行域における海洋プランクトン相の
広域的な分布・動態の実態解明とモデル化

海洋中規模渦の相互作用に関する研究

大気海洋研究所
共同研究教員

研究課題

特任准教授

種間相互作用の酸性化応答解明を目標とした新
規実験技術の開発―海草藻場群集を例として

国立遺伝学研究所 イトヨにおける環境応答ホルモンの機能解析
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田中　義幸
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北海道噴火湾および沿岸親潮域での無機－有機
ヨウ素の時系列観測

シンカイヒバリガイ類の集団構造と分散に関する
研究

中山　典子

植松　光夫

小畑　元

北川　貴士

先端科学技術に基づく海洋・地球情報の学際的、
超学際的展開

超高分解能質量分析計「MULTUM-S Ⅱ」を用い
た海水中化学トレーサー溶存ガスの多成分同時
直接測定法の確立
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大気海洋研究所
共同研究教員

放射コードの海面・地表面過程の改良についての
研究
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ター中央水産研究
所

主任研究員
ニギスをモデルとした小型底魚類の生活史の解
明に向けた生態学的研究
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【特定共同研究】 

 

１．親潮・黒潮移行域における海洋プランクトン相の広域的な分布・動態の実態解明とモ

デル化      

 

２．海洋中規模渦の相互作用に関する研究        

   

  ３．放射コードの海面・地表面過程の改良についての研究 

 

 

【一般共同研究】 

 

１．イトヨにおける環境応答ホルモンの機能解析     

 

２．ニギスをモデルとした小型底魚類の生活史の解明に向けた生態学的研究   

 

３．北海道噴火湾および沿岸親潮域での無機－有機ヨウ素の時系列観測          

 

４．シンカイヒバリガイ類の集団構造と分散に関する研究        

 

  ５．種間相互作用の酸性化応答解明を目標とした新規実験技術の開発―海草藻場群集を例

として 

 

６．先端科学技術に基づく海洋・地球情報の学際的、超学際的展開 

 

７．超高分解能質量分析計「MULTUM-S Ⅱ」を用いた海水中化学トレーサー溶存ガスの多成

分同時直接測定法の確立 










































